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歩道部には、路面表示、注意喚起看板等を連続的に設置し、自転車
への注意喚起を行っている。さらなる対策として、歩道部にラバー
ポールを設置することは、衝突の危険があることから設置できな
い。

歩道部分にラバーポールを設置し、自転車の速度を
抑制する。

技術審査の結果 実施しない

事業委員会意見等 技術審査のとおりとする
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所 在 地 向日市物集女町長野

現 在 の 状 況

当該路線の歩道は、自転車通行可となっているが一部区
間において縦断勾配が急になっており、自転車の速度が
速くなる。そのため、歩行者と自転車、交差点付近にお
ける車両との接触が考えられ、危険な状態となっている
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